
日本学生支援機構奨学生
【平成30年度 新規採用者】

機関保証用

返還誓約書等の提出について

返還誓約書は，奨学生と日本学生支援機構の貸借関係を確認し，返還の約束をする重要な書類です。不備
なく期限内に提出しなければ，採用は取り消しとなります。正確に記入し，必ず提出してください。

提出期限

提出先
問合せ先

※奨学金担当窓口にお問い合わせください

信州大学学生総合支援センター 奨学金担当窓口
〒３９０－８６２１松本市旭３－１－１ ＴＥＬ０２６３－３７－２１８４

全員が提出する書類 注意点 確認

1 返還誓約書

※記載内容に変更・訂正がある場合は
裏面を参照

署名はそれぞれの人物の自筆署名。
住民票や印鑑登録証明書と同一の字体で。（旧字体等）

□

印鑑はそれぞれ別々 の印鑑を使用している。（同一印不可！） □

すべての印鑑が鮮明に押されている
にじみや不鮮明の場合は近くの余白に重ならないように押し直す。

□

本人の住所は、住民票の記載と同一表記である。 □

スタンプ印やこすると消えるインクでの記載は不可 □

2 学生本人の住民票 （コピー不可）

※マイナンバーの記載の無いもの

返還誓約書の日付から３ヵ月前以降に発行されたもの
※一種・二種併用貸与者は２部必要！

□

世帯全員の住民票として発行されたものは切り離さず、すべての
ページを提出する

□

3 保証依頼書（兼保証委託契約
書）保証料支払依頼書

※併用貸与者は２部必要！

申込日は返還誓約書に印字されている年月日を記入 □

本人の住所欄は現住所を記入している □

「本人①」と「本人②」のそれぞれに自署と押印がある。 □

未成年者は親権者（後見人）の署名・押印がある。
印鑑はそれぞれ別々 の印を使用している。

□

母子家庭の場合は親権者欄下段（母）の欄に記入する。 □

＜大学への提出書類＞

※提出時、印鑑持参

＜大学以外への提出書類＞ ※該当の方は以下についてもご確認ください

返還方式で「所得連動返還方式」を選択した方のみ

「個人番号収集に関する案内」を確認のうえ、マイナンバーを指定の宛先へ提出してください。 □

注意点を確認して、
不備なく提出しましょう！



＜注意点及びお願い＞

返還誓約書の記入についての詳細は「奨学生のしおり」をご覧ください。また、「奨学生のしおり」は必読の冊子
です。すべてに目を通し、内容を理解してください。

＜返還誓約書の修正について＞

・返還誓約書の署名・押印の修正については、「奨学生のしおり」P.42～43 を参照し、修正してください。

該当者 項 目 人物は変更せず返還誓約書の印字内容を変更する場合

本 人

氏名（漢字・カナ）
・「改氏名届」を記入し提出する。
・返還誓約書の修正は奨学生のしおり ｐ42 Q1訂正内容を確認し、
修正する。

生年月日・性別
・「性別・生年月日に関わる訂正届」を記入し提出する。
・返還誓約書の印字を二重線で訂正し訂正印を押印。余白に正しく記入
する。

住所・電話番号・
携帯電話番号

機械印字された事項を返還誓約書上で直接訂正（二重線で削除し訂正印
押印）し、「返還誓約書記載事項訂正届」に奨学生本人及び該当者の内容
を記入する。

本人以外

・親権者１
・親権者２
・連絡先

氏名（漢字・カナ）

・機械印字された事項を返還誓約書上で直接訂正（二重線で削除し、変更
後の人物の印を押印）し、「返還誓約書記載事項訂正届」に奨学生本人
及び該当者の内容を記入する。
・当該人物の署名押印欄に、訂正後の氏名での署名・押印を行う。
・署名は印鑑登録証明書の印字と同一の字体で行う。

氏名以外
機械印字された事項を返還誓約書上で直接訂正（二重線で削除し、変更
後の人物の印を押印）し、「返還誓約書記載事項訂正届」に奨学生本人及
び該当者の内容を記入する。

※修正等に必要な用紙は奨学金窓口で受け取るか信州大学HPからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。

信州大学HP→ http://www.shinshu-u.ac.jp/

(学生生活→授業料免除・奨学金→申請様式ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)

その他こんな場合 必要な手続き

親権者2を入力し忘れた

返還誓約書へ記入・自署・押印及び返還誓約書記載事項訂正届の記入が

必要です。奨学生のしおりの記入例ｐ34～37を参考に作成してください。
3年次編入生で返還誓約
書に本人氏名以外印字さ
れていない

書類の準備には時間がかかります。お早めに準備してくださいね。






